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かめやまのホットな話題をお届け！

　給与の支払がある事業者向け
に、年末調整の際の定額減税事務
について、鈴鹿税務署の職員がポ
イントを絞って説明します。
と　き　11月27日（水）
　　　　午後２時～３時30分
※�説明会終了後の質疑応答30分
を含む
と�ころ　市文化会館会議室
対象者　市内事業者
定　員　60人(先着順) 
参加費　無料
申込方法　当所ホームページ
　�(URL http://www.kameyama-
cci.or.jp/）で説明会の内容を確
認し、申込書に必要事項を記入の
上、ファクス（FAX 82－8987）ま
たは直接お申し込みください。
主　催　亀山商工会議所
後�　援　鈴鹿納税貯蓄組合連合会・
（公社）鈴鹿法人会・鈴鹿間税会・
亀山青色申告会
問�合先　亀山商工会議所中小企業
相談所（☎82－1331）

と　き　12月７日（土）
　　　　午前10時～正午
※受付は午前９時30分～
ところ　あいあい２階大会議室
内�　容　「保護者と支援者が協力す
れば、きっと全て上手くいく　知的
障がい（軽度から重度まで）の理解
と支援の方法について学ぼう」
講�　師　松浦 直己さん（三重大学
教育学部教授、医学博士、学校教
育学博士）
※�二次元コードにより
講師への事前質問を
受け付けます。（11
月30日締切）
対�象者　保護者、教育・
保育関係者
定　員　50人（先着順）
参加費　500円
託�　児　５人（先着順）
※600円／人が必要です。
申�込方法　電話、メール
または二次元コードか
らお申し込みください
　（参加者氏名、住所、電話番号が必要）。
申込・問合先　ぽっかぽかの会
　�（浜野　☎090－4791－3801、
　  pokkapoka.no.kai@gmail.com）

　日本の棚田百選に認定されてい
る「坂本棚田」のイベントです。約
3,500個のLEDを坂本棚田に並べ
ます。幻想的な坂本棚田を満喫くだ
さい。
と　き　11月９日（土）
　　　　午後４時30分～８時
※雨天中止
と�ころ　坂本農村公園（坂本棚田展
望台）周辺と坂本棚田
※�坂本棚田駐車場または坂本地区
内臨時駐車場に駐車の上、徒歩
でご参加ください。
参加費　無料
持ち物など　懐中電灯、防寒着
※小学生以下の人は保護者同伴
※�坂本農村公園内にて坂本棚田
米、飲食物（うどん、ローストビー
フ丼、焼き芋、フランクフルトな
ど）を販売します。
問�合先　坂本棚田保存会、坂本営農
組合（川合　☎090－4114－5288）

※当事者間のトラブルについては、市は一切関与しません。

【事業者向け】定額減税事務
（年末調整）説明会

ぽっかぽかの会主催　第２回
松浦直己先生講演会

棚田あかりin坂本2024

事前質問用
二次元コード

申込用
二次元コード

本　庁　☎ 82-1111　FAX82-9955
関支所　☎ 96-1212　FAX96-2414

　B＆G財団が行う第三期「防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築」事業において、本市が新たに県内３番目
の防災拠点として決定されました。防災拠点に決定されたことで、防災リーダーの人材育成や避難所運営に必要な防
災倉庫の増設など、万一の災害発生時に、迅速に災害支援活動が実施できる仕組みづくりを進めていきます。

　かめやま文化年実行委員会の実施イベントの1つとして、農村や里
山の文化を体験してもらおうと、亀山里山公園「みちくさ」で池干し体
験が行われました。はじめに、実行委員から里山がつくられた文化などの説明があり、その後、園内の池に移動して、池
干しを行いました。参加者は、ぬかるんだ泥の中に入り、池に生息している生き物を一生懸命探していました。池の中か
らは、メダカや外来種のアメリカザリガニのほか、三重県自然環境保全条例で希少野生動植物種に指定されているカワ
バタモロコが見つかりました。
　また、食材として食べることのできるザリガニの食体験が行われ、調理された食用ザリガニを試食しました。

「防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築」事業 支援金決定書授与式

かめやま文化年2024　
里山の伝統文化！池干し体験！
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